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に る ーの 即興演奏

                              井上春緒

（ ン カ ッジ・ ンドン音楽学部）

民族音楽を小学 の音楽授業に取り入れることについて、これ でさ な が われてきた。それ

は、西洋 の音楽文化について ることで多 な文化理解を深める イバーシティー教育の一環であり、

音楽を社 や などと り さず、より い で える民族音楽学の 本的 を教育の場に し

たものでもあった。一方、インド音楽に関しては、古典音楽の理論が で楽 の習得には並 なら

と が必要であるため、小学 の授業で教材として うのは難しいとされてきた。本稿では TAS

モデルの授業実践を に、インド音楽の授業教材として 能 と意義をリズムの即興演奏の から考

する。

ー ード：民族音楽 北インド古典音楽 タブラー TAS モデル 即興演奏
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学習内容
１. 指導者によるインドの歌唱 曲「バジャンラーガ バイラ ヴィ」の⽣演奏を鑑賞する。 
２. YouTube を視聴し，シタール とタブラーによる「ラーガ バイラヴィ」を，視聴する。
３. 前時に聴いた⽇本のお囃⼦ と北インド古典⾳楽の特徴を 聴き⽐べて，それぞれのよさ や魅⼒について話し合う。
４. 楽器タンプーラの紹介と， インド楽器特有の「ドローン」 についての説明を聞く。
５. タブラー奏者より，打楽器 タブラーの紹介とタブラーの 奏法の説明を聞き，⼝唱歌を ⾔った後，「タブラーソロ」の 演奏を鑑賞する。
６. 北インド古典の基本的なリ ズムサイクル「ティンタール」 について知り，⼝唱歌で 16 拍 を覚え，リズム打ちする。
７.「ティンタール」の拍にのっ て、各グループとバヤーンの⾳を組み合わせ「ティハーイー」をつくる。
８. 各グループでつくった「ティハーイー」を，「ティンタール」にのって，発表する。
９. 「かえるの合唱」の北インド即興演奏に挑戦しよう。
10. ラーガの⾳階の上⾏系，下⾏系を紹介する「アーラープ」も加えて，北インド古典⾵「かえるの合唱」の変奏を，楽しむ。
［ を に 筆 者 が 作 成 ］
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カーエダーの即興演奏

1) ー の 替
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注

1) 島崎篤子によれば創造的音楽学習 Creative

Music Making の一環として民族音楽が取り

入れられてきた状況がある。（島崎 2010）

CMM の教育実践への導入と展開における、

民族音楽とりわけインド音楽の果たした役

割については整理する必要があるが、本稿

の趣旨ではないため今後の課題とする。

2) 詳しくは、（田中 2022）を参照のこと。

3) 「音楽科 世界の音楽 インドの音楽①〜

⑪ 」 京 都 教 育 大 学 公 式 You Tube 

kyokyochannel。筆者はタブラー奏者として出

演している。

4) ラーガはインド音楽の旋律理論であり、ラー

ガの表現こそがインド音楽の表現を成り立

たせる核心であるといわれる。

5) カーエダーとその即興演奏への展開に

ついては後述する。

6) 正式には小型の太鼓をタブラー、大型の太鼓

をバーヤンあるいはバヤと呼ぶ。両方の太鼓

をタブラー・バーヤン（タブラー・バヤ）と

呼ぶ事もあるが、インドではタブラーで一対

の太鼓を示すのが一般的なため、本稿でもそ

れに従う。

7) 口唱歌や奏法、あるいはその記譜法について

の分析は（井上 2018）を参照のこと。

8) 例として「カラアゲタカカッタ（唐揚げ高か

った）」など。このようなシラブルが実際のイ

ンド音楽で登場することは、音の並び上あり

えない。よって、これをインド音楽のリズム

として紹介することに異論はあるだろうが、

小学生に楽しくボールを教える目的におい

ては、許容されるべきではないだろうか。

9) ティハーイーは、必ず第 1 拍目に戻ってくる

かというと、必ずしもそうではない。アナー

ガトのティハーイーは第 1 拍目の半拍前、ア

ティートのティハーイーは第 1 拍目の半拍

後で帰結する。この２つのタイプのティハー

イーは特に難易度が高く、熟練した演奏技術

と深いリズム理解が必要とされる。
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